
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アカテガニのあなの変化と気温や潮の関係 

呉市立呉中央小学校 ４年 兼澤 絢美  
 

１ 研究しようと思ったわけ 
 アカテガニの研究をして３年目になる。去年の研究から，アカテガニは気温が下がるにつれて穴を大きく深く掘ってずっと過ごすことが分かった。こ

のことから，アカテガニの動きや穴の深さは，気温と関係しているのではないかと考えた。しかし，「本当にアカテガニは気温の変化が分かるのだろう

か。」という疑問も生まれた。これまでの研究から，アカテガニは大潮の時に卵を産むことも分かっている。アカテガニの動きは潮とも大きく関係して

いる。そこで，「アカテガニの動きや穴の深さは，気温の変化よりも潮の変化の方が大きく関係しているのではないか。」と考え，アカテガニの動きや穴

の深さと気温や潮の変化について研究していくことにした。 

２ 研究の計画 
(1) 観察する目的 

   アカテガニが「いつ，穴を掘り始めるのか」，アカ

テガニの動きと気温や潮を見比べながら，より関係

しているのはどちらなのかを確かめる。 

 

(2) 観察する期間 

   平成 30年 10月 20日～令和元年７月 31日 

 

(3) 飼育方法 

   水槽の中に，土とアカテガニが隠れるための石や

植木鉢を入れる。 

たくさん入れるとアカテガニ同士でけんかをする

ので，１つの水槽に１匹のアカテガニを入れる。 

土の中のものを食べるので餌は少しだけにする。 

 

(4) 観察記録について 

   およそ１週間ごとに観察して，アカテガニの様子

や動きの変化などをメモに残す。 

 

(5) 気温の変化について 

気温の変化を感じやすい場所（屋外）と気温の変

化を感じにくい場所（屋内）に２つずつ分けてアカ

テガニの動きを観察する。 

 

(6) 潮の変化について 

   新聞に載っている「明日の潮」とアカテガニの動

きを見比べながら観察する。 

３ カニを観察する 
気温の変化を感じやすい屋外で飼育したカニ

（Ａ・Ｂ）と気温の変化を感じにくい屋内で飼

育したカニ（Ｃ・Ｄ）の様子を観察し，記録す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者より アカテガニの観察を始めて３年目。昨年までの実験結果から生まれた新たな疑問を，１年かけて解決しています。「穴の変化には気温の変化と

潮の変化のどちらがより関係しているか」について，実験が確実に行えるよう，２つの場所で２匹のアカテガニを飼育するなど，見通しをもって計画を立て

たり，図や表を使い，結果を丁寧にまとめたりすることができています。 

６ わかったこと（まとめ） 
○ 屋外と屋内に分けてアカテガニを観察した。屋外で飼育したカニＡと屋内で飼育したカニＣが寒い冬を乗り越えたことから，アカテガニが穴を変化させる

ことと，アカテガニが住む場所はあまり関係ないと言える。また，アカテガニが気温の変化を感じやすいか感じにくいかということもあまり関係ないと言え

る。 

〇 気温が低くなると，アカテガニが穴を変化させる回数が少なくなることから，アカテガニの穴の変化と気温は関係していると言える。 

〇 アカテガニが穴の形を変え始めるときの多くが，大潮の後の中潮であることから，アカテガニが穴を掘り始めるタイミングと潮は関係していると言える。 

 
７ 感想（振り返り） 
今年の研究から，アカテガニにとって冬を越すことがどれだけ大変かがよく分かった。アカテガニが冬の間，穴を掘ってその中でじっとしているのは，自分

の身を守るためなのかもしれないと思った。アカテガニＡは，気温の変化を感じにくい屋内で飼育したのに，穴を掘る回数が一番多かったのはどうしてだろ

う。死んでしまったアカテガニＢ・Ｄが穴の中に入って冬を過ごさなかったのはどうしてだろう。穴を掘るタイミングは，潮と関係していることが分かったけ

れど，これらの疑問も潮と大きく関係しているのだろうか。それとも他に何か関係するものがあるのだろうか。これからまた，アカテガニの研究を続けていく

楽しみができた。 

 

５ 新たな課題についての考察 

生きているカニ（Ａ・Ｃ）の共通点 

→ＡとＣは，どちらも「深い穴」を

掘っていた。 

死んだカニ（Ｂ・Ｄ）の共通点 

→どちらも冬の間穴の中で過ごさな

かった。 

中潮と穴の変化について 

中潮は大潮の前と後で２回ある。 

→カニが７回穴を変化させたうち，

６回が大潮の後の中潮だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分かったこと 

(1) アカテガニは深い穴を掘って，そ

の中で冬をずっと過ごすと，寒い冬

を乗り越えることができる。 

(2) アカテガニが穴の形を変化させる

のは，大潮の後の中潮の時がほとん

どである。 

４ 結果と新たな課題 
カニの掘った穴の向きや深さ，観察した日の気 

温，潮の状態を整理した。  

・ カニＡとＣは穴の中で冬を過ごした。 

・ カニＢとＤは死んでしまった。 

・ 中潮の時にカニはよく穴を掘っていた。 

・ 気温が１５℃を下回っている時，カニはあま

り穴を変化させなかった。 

新たな課題 

・ 生きているカニ（Ａ・Ｃ）と死んだカニ

（Ｂ・Ｄ）にはそれぞれ何か共通点があるかも

しれない。 

・ 中潮と穴の変化について調べる。 

 

中潮とカニが掘った穴の関係について 

それぞれのカニの様子 11月 3日のカニ Bの様子 


